
（市）今後，近隣センターを整備していく場合，既存の子どもルームが使えなくな

ったとしても，学校側の子どもルームで対応可能であることをアフタースクール

課に確認済み。また，詳細については今後各学校にて説明を行う予定であり，日

程に関しては現在調整中とのこと。 

（市）引き続き様々な関係部署と連携を取りながら，情報の整理，収集を行ってい

く。 



（市）お見込みの通りであり，専門的な知見や各部署からの情報を活用し，他にも

より良い候補地や建設方法がないかも含めて検討を行いながら，基本構想・計画

策定を進めていく。 

（市）全体的な延床面積約 2000 平米については，概ねご了承いただいたと認識し

ている。以前，市としては，低い稼働率の部屋は集約して稼働率を高めていくと

いう計画であり，他の近隣センターの状況からするとこの程度の部屋数・面積と

なると説明した。また，延床面積約 2000 平米は平均的な近隣センターの倍近

い。果たして何平米が適当なのかというのは，なかなか議論していく上で難しい

が，今後の基本構想・計画策定の具体案提示の場で改めてご意見をいただきた

い。 

（市）先ほど説明したスケジュールでは，部屋数や面積が確定しない場合には次の

段階へ進めない。部屋数，面積についてどのくらい時間をかけて調整していくか

によって，スケジュールは大幅に変わってくる。市としては，これまでの議論を

活かしたいと考えている。 

（市）第 4 回の検討会では，最後に想定規模・機能について，今回市から示された

方向で進めていくことで良いかと確認を取った際に，異論が出なかったため，こ

の面積で進めていくものと認識している。 

 



（市）その話は記憶しているが，具体的な延床面積についての協議はなかったこと

から，概ね了承されたものとして進めている。延床面積については，柏の葉に整

備予定の近隣センターと同程度であり，他の近隣センターより大規模な延床面積

で進めていくことについて，了承を得たと認識している。

 

  

（市）市では旧沼南近隣センター大ホールの実際の利用状況を根拠にしている。

100 人を超える規模での利用は 16％程度であり，300 人以内の利用は 99％と

なっているため，利用需要を概ね満たせるとして３００平米を設定した。 

 

 

 



（市）市としては，現時点で示している施設の面積は，建設候補地に実際に建設可

能かどうかを検討する上で重要な材料であると考えている。今後も多少の調整は

可能だが，ホール等の規模を大幅に変更する場合，これまでの構想を見直すこと

となり時間がかかる可能性がある。多くの方に喜んでもらえる施設を作っていき

たいと考えており，これまで示してきた稼働率や利用件数，他の近隣センターと

のバランスを鑑みながら，できる限り皆様の意見を反映した規模・機能を検討し

てきた。最終的な決定は柏市が行うものの，構想案がまとまった段階で，改めて

検討会の皆様から意見を伺い，取り入れることが可能な意見についてできるだけ

反映したいと考えている。 

 

（市）柏市としては，整備検討会でこれまで出された意見を大切にしたいと考えて

おり，ワークショップで機能や規模について初めから議論すると，これまでの検

討内容が振り出しに戻ってしまう可能性がある。そのため，これまで検討してき

た内容を一定の軸としてワークショップを進め，その上で，現在の利用者だけで

なく，これまで施設を利用していなかった新たな参加者からも意見を聞き，整備

検討会の意見とワークショップ参加者の意見を両方踏まえながら，施設の具体的

なあり方を検討していきたい。 

（市）ワークショップでは，出された意見を全て反映することは難しいと考えてい

る。例えば飲食や話しながら楽しみたいという意見と，静かに利用したいという

対になるような意見が出た場合，両者の意見を全て達成することはできない。 

 その中でも，ゾーニング等の具体的な方法を検討することで，参加者の意見をで

きるだけ基本構想に反映していくことがワークショップの目的と考えている。 



（市）提示した資料のワークショップ案が曖昧な印象かと思われる要因としては，

整備検討会で自由な発想や意見を最初から制限したくないという意図によるもの

である。一方で，テーマを具体的に設定しなければ，参加者が何について話せば

よいのか分からず，議論が広がらないという点については，ご指摘の通りであ

る。今回の意見を踏まえ，ワークショップで何を聞きたいのか，どの程度まで具

体化するのかを整理していくことが重要である。 

 

（市）その通りである。ただし，貸室の数や構成等について検討すべきという意見

が多数出た場合には，その意見を踏まえて検討をしていく可能性がある。ただ

し，貸室の数などを抜本的に見直す場合などは，今後のスケジュールに影響が出

る可能性がある。 

（市）ワークショップでは，図面やイメージ図などを用いて議論することが妥当だ

と考えている。今後，基本構想・計画の策定にあたり，まず想定する面積や必要

な機能等の骨組みを整理して事業者に提示する予定である。その後，整備候補地

にその条件の施設を建設した場合の具体的な資料を作成してもらい，概ね来年の

8～9 月頃にはその資料が示される見込みである。その段階で改めて整備検討会

に提示し，意見を伺ったうえで，その資料を活用してワークショップを実施する

予定である。そのためワークショップの時点では，想定される面積や規模，機能

等が，イメージ図によって具体的に確認できるようにしたいと考えている。 



（市）業者選定では，あらかじめ提示した案をそのまま実現できるかではなく，提

示した条件に対するアイデアやワークショップの進め方，実績等の業者の提案力

を評価する。 

 

（市）選定された事業者とは，ワークショップで新たな部屋やスペースの要望が出

た場合，フリースペースの仕様によっては，専門的な知見を踏まえてコストとの

バランスを見ながら整備内容の可否を検討することが必要となる。 

（市）柏市としては，検討会からアイデアや運用上の希望を出してもらい，子ども

や若者など幅広い世代から意見を聞き，それらを踏まえた案を検討会にフィード

バックし，さらに意見を取り入れていくという段階的な形で進めたいと考えてい

る。また，豊四季台地域ふるさと協議会による勉強会についてもご意見をいただ

いたので，そこを踏まえつつ具体的な進め方を検討するが，ワークショップは現

時点で 3 回程度を予定している。次回の検討会まで期間が空くため，進捗や予算

計上の状況等を適宜メールやホームページで情報提供し，各団体や関係者にも共

有できるようにしていく。 


